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連結業績予想の修正および営業外費用並びに特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 27年1月 29日に公表いたしました平成 27年3月期の通期連結業績予想の修正につきまし

て、下記のとおりお知らせいたします。また、個別決算において営業外費用および特別損失を計上することになりましたので、併せて

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成27年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

7,100 100 80 0 0.00 

今回修正予想（Ｂ） 7,298 301 278 17 1.31 

増減額（Ｂ－Ａ） 198 201 198 17  

増減率（％） 2.8 201.0 247.5 -  

(ご参考)前期通期実績 

(平成26年3月期) 
6,989 △503 △522 △508 △37.68 

 

２．連結業績予想の修正理由について 

 平成27年3月期第4四半期中のリリースを予定していた新規ゲーム2本の開発延長、リリース延期により、プロモーションに伴

う広告宣伝費の発生が平成28年3月期第1四半期以降へ期ずれし、費用発生も後ずれすることになりました。また、他社配信アニ

メ版権ゲーム海外版が2月にリリースされ、既存ゲームでも「フルボッコヒーローズ」、「ちょこっとファーム」の2ゲームが底堅く

推移するなど、売上面につきましても、想定を上回る寄与がありました。 

 以上のことから、平成27年3月期連結業績予想につきましては、売上高、営業利益及び経常利益が前回予想を上回る見通しとな

りました。 

 当期純利益につきましても、損金算入時期の特定が困難と考えられる繰延税金資産を未計上とするとした結果、税金費用が増加し、

微増となる見通しです。 

 

３．営業外費用、特別損失の計上について 

 単体決算において、当社の連結子会社である株式会社Ignom及び株式会社グリモアへの貸付金について、保守的な観点から貸倒引

当金繰入額41,319千円を営業外費用に計上し、株式会社Ignomの純資産額減少に合わせ、関係会社株式評価損17,000千円を特別損

失に計上しております。なお、これらは連結上消去されるため、連結業績への影響はありません。 

  

 

以 上 


